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２■施策の担当課による評価結果　　　　　 
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施策評価票番号 16

基本成果指標名

健康福祉部 医療健康課

　昨年度から始めた、ウオーキング参加者に保健師・栄養士によるワンポイントアドバイスでの情報提供は好評を得ている。また、参加者の増加もみられ、理解を深めることができた。

〃

　平成２０年度から生活習慣病を主眼においた保険者によ
る特定健診・保健指導が導入される。それに対応した新た
な事業展開が必要となる。

　特定健診・保健指導を重点に取り組むのは当然であるが、地域を巻
き込んだボランティア活動への支援や、地域における健康づくりへの
きめ細かな支援に努める。

　保健指導の休日、夜間実施を導入したが、参加者は、少ない。健康
意識啓発を更に進める必要がある。

　ウオーキング参加者に保健師・栄養士によるワンポイントアドバイ
スでの情報提供を行い参加者の理解を深めることができた。

今後の環境変化を踏まえた課題認識

達成率(％)
全期間（平成２３年度～平成２７年度）

１０１．１（％）

－

指標の定義

　生活習慣病予防や健康づくり活動事業に対す
る市民満足度を表す指標

実績値（単位）

平成２２年度評価
（前期の成果）

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

２―１―１　

総合評価

Ａ

　健康な市民が増え、生涯を通して健康づくりに取組める環境と健康を目指す仲間とともに健康づく
りの活動の輪を広げる。

－　健康であるという市民の割合

　生活習慣病の予防のため、ウオーキング習慣の普及や定着に努め
た。保健指導では、一律でない対象者への指導の困難さを改めて認識
し、時間・場所等対象者に合わせ柔軟性を持った対応の検討が必要で
ある。

　近年寿命の延びる中で生活習慣病等が増加し、その予防
対策が急がれている。地域における健康づくり運動推進に
向け「とよあけ健康基本計画」「とよあけ健康アクション
プラン」を策定し、市民と共に推進していく必要がある。

　生活習慣病やストレスによる病気が増加しておりその予防対策に重
点をおき、地域における健康づくりをすすめると共に高齢者の健康保
持増進を図る。

８０．０（％）

目標値（単位）

　健康診断や保健指導など健康づくり施策に対する満足度

基本施策コード

評価票作成者

　保健福祉「健康で安心して暮らせるふれあい・支えあいのまちづくり」

　健康

８２．０（％）

担当課評価

前期（平成１８年度～平成２２年度）

Ａ

達成率(％)１－５総合計画に
おける基本成果指
標

７４．１（％）

課長　原田　昇

成人・老人保健

８１．０（％）

１－１施策の名称

１－２担当

 
１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

評価の内容

８１．９（％）

既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方

　保健指導の参加意欲を増進させる事業展開が必要であ
る。

　地域を巻き込んだ健康づくりを進めるため、核となる健康推進員制
度を創設する必要がある。

　二次予防による健診事業の充実により、病気を未然に防ぎ、食の大
切さを指導し健康づくりを促した。また、運動による健康づくりでは
ウォーキングの推進を図った。そして、こころの健康づくり講演会を
開催し市民への理解を深めることができた。

施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

〃

● 施策評価の判定基準

Ａ ： 施策の目的を効果的に達成しているので継続する

Ｂ ： 施策推進の実施手法等に改善の必要がある



３■参考情報

番号
担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価 実績値

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

1 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

2 Ａ 4 Ａ Ａ 4 Ａ 30（人） Ａ 4 Ｂ

3 Ａ 3 Ａ Ａ 3 Ａ ―(％) Ａ 3 Ａ

4 Ａ 1 Ａ Ａ 1 Ａ 912（人） Ａ 1 Ａ

5 Ａ 2 Ａ Ａ 2 Ａ 65（人） Ａ 2 Ａ

6 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

7 Ａ 8 Ａ Ａ 8 Ａ ―(％) Ａ 8 Ａ

8 Ａ 6 Ａ Ａ 6 Ａ 12（回） Ａ 6 Ａ

9 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

10 Ａ 7 Ｂ Ａ 7 Ｂ 171（人） Ａ 7 Ａ

11 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

12 Ａ 5 Ａ Ａ 5 Ａ ― Ａ 5 Ａ

　平成２２年度施策を構成する事務事業の評価情報 　平成２０年度 　平成２1年度

健診事後フォロー事業(内臓肥満予防教
室)

教室参加者のうち改善を認めた人の比率　９０(％） 事業終了

事務事業名称 成果指標と最終目標値(単位) 実績値

ウオーキングの推進事業（主要事業） 散歩・ウォーキングで体を動かす人の割合　３９(％) ―(％)

栄養・食生活改善事業の推進 講座参加者　１００(人) 61(人)

ボランティアの養成(食生活改善推進委
員･運動普及指導員等)事業(主要事業)

健康づくり推進ボランティア数　２００（人） 90(人)

生活習慣病予防教室の開催事業（主要事
業）

生活習慣病予防教室参加者数　１，１３５（人） 768(人)

朝食を必ず食べる人の割合　９０．０（％） ―(％)

世代間交流・地域活動をいかした健康づ
くり事業の推進(健康づくりイベント）

ウオーキングマップの利用者数　２，０００(人) №3へ統合

口腔内保健指導の充実事業(節目歯科健
診）

８０２０推進運動の認知度　６０（％） 62.6(％)

連携体制による健康づくり(ウォーキング
推進グループへの支援）事業

ウォーキング推進グループのワークショップ開催数　３６
(回)

12（回）

市民への健康づくり情報等の提供事業

61(人)

高齢者向けのウオーキングの推進事業
１日平均ウオーキング時間が３０分未満の人の割合　（６０
～６９歳）　３１（％）

№3へ統合

実績値

―

47（人）

―(％)

成人歯科健診の充実事業 歯周疾患にかかった人の割合（40歳対象）　２０（％） 事業終了

こころの健康づくり講演会開催事業(シン
ポジウム含む)

こころの健康づくり講演会(シンポジューム含む）　１（回）

878（人）

76（人）

―

12（回）

―(％)

―

39（人）

―

―


